
 

高校から大学の学びにスムースにつなぐとりくみ、数学に興味を持ち続けて学び続ける人を育

てるとりくみや工夫を交流する。 

 

 

 大西氏からは、「これからの時代の数学教育」と題し、子どもたちが生きる「未来」が変わって

いくこと、学習指導要領や評価方法の変化、指導要録、調査書、大学入試の変化をわかりやすく

話された。ベクトルは文系が取らなくてもよい数学Ｃに復活、高校での観点別評価の記入、ポー

トフォリオの導入、2021 年１月から「大学入学共通テスト」の開始、記述式問題の導入など戦後

最大の変化が起きることを具体的に話された。その一方、高校の授業や教員の意識、大学入試や

教員の意識が中教審から示された「算数・数学の問題発見・解決の過程」のイメージ図通りに変

わりうるかという課題を提起された。大学入学共通テストも具体的に示し、グラフアプリの画面

が問題図に出たり数学でも読解力を問われる問題が出ていることを説明された。 

酒井氏からは、国立教育政策研究所によるＰＩＳＡの分析から、日本の生徒はペーパーテスト

の点数は高く計算もできるが活用できず、学習意欲が低い現状を指摘された。今後、数学的リテ

ラシーを育てることの重要性を提起され、参加者もその場で学ぶスタイルでご自身が授業で扱っ

た問題とともに具体的に実践を紹介された。 

園田氏からは、中学生を対象に大学研究室を訪問して数学・科学の学問的おもしろさを啓発し

ている状況が紹介され、その中でこれからの学校には、教員が生徒へ一方的に知識を伝達する形

から、教員もまた学習者の一人であるというスタンスが求められていくことを感じていると報告

された。 

 

 

大西氏からは、大学入学共通テストに出ているグラフアプリ「GeoGebra」が欧米の教育分野で

広く使われており、図形の大きさが変化するような大学入試にも対応できるような機能があるこ

とを web ページも紹介しながら具体的に説明された。会場の参加者からは、先日経団連がリリー

スした「今後の採用と大学教育に関する提案」で文系・理系を越えた教育の必要性、数学を学ぶ

重要性を提言しているとの話題が報告された。また、中高教員から見た大学入試、数学教育の現
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状が持つ課題が交流された。例えば、日本の小学校では学級担任制になっているが、算数も含め

専科教員が担当している国もあること、高校では物理の教科書で運動法則を学習する場面で微積

分が使われていないことなどの問題指摘があった。 

 

 

数学教育が変わろうとする情勢とその具体的な中身を学ぶことができた。また、いずれの校種

でも現状をよりよく改革、改善する方向で努力されていること、算数・数学を学ぶことへのモチ

ベーションを上げること、生徒たちへ学ぶ喜びを伝えるチャレンジを進めていることが共有され

た。今後、具体的な実践が校種を越えて学び合う必要があることが確認された。 
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